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ご
経
歴
と
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

鹿
嶋
　
知
財
管
理
誌
に
先
生
の『
不

正
競
争
法
概
説
』の
紹
介
文
を
書
い

た
こ
と
が
あ
り
、ご
縁
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
知
財
を
専
攻
さ
れ
た
き
っ

か
け
と
こ
れ
ま
で
の
ご
経
歴
の
中

で
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村
　
考
え
る
こ
と
と
本
を
読
む

こ
と
が
好
き
で
、学
者
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
。
学
部
の
頃
は
民
事
訴
訟

法
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、ご
縁

が
あ
っ
て
知
的
財
産
法
の
中
山
信

弘
先
生
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
知
財

は
、法
律
だ
け
で
な
く
経
済
、哲
学

な
ど
様
々
な
分
野
が
関
わ
り
、と
て

も
楽
し
く
、今
振
り
返
る
と
本
当
に

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
1
9
9
0
年
に
北
海
道
大
学
へ
の

就
職
が
決
ま
り
、ま
ず
成
書
が
少
な

か
っ
た
不
正
競
争
防
止
法
の
研
究

か
ら
始
め
ま
し
た
。『
不
正
競
争
法

概
説
』で
名
前
が
知
ら
れ
、事
件
に

関
与
し
て
意
見
書
を
書
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
講
演
の
回
数
も
増
え
、

そ
こ
で
の
質
疑
応
答
が
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
3
年
か
ら
文
部
科
学

省
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

2
0
0
8
年
か
ら
同
省
グ
ロ
ー
バ
ル

C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
こ
と
は
個
か
ら
チ
ー
ム
活

動
へ
の
転
換
と
な
り
ま
し
た
。
年
間

1
億
円
以
上
投
入
す
る
大
規
模
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、他
分
野
や
海

外
の
学
者
と
の
付
き
合
い
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

法
域
毎
の
問
題
点
と
今
後
の
展
望

鹿
嶋
　
ほ
ぼ
す
べ
て
の
知
財
法
域

を
網
羅
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、問

題
点
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村
　
営
業
秘
密
は
、1
9
9
0
年

代
か
ら
の
十
数
年
間
は
事
件
数
も

少
な
く
あ
ま
り
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、2
0
0
5
年
に
刑
事

罰
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、秘
密
管
理

性
の
要
件
が
非
常
に
厳
し
く
判
断

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
日

本
製
鐵
と
韓
国
企
業
の
事
件
な
ど

も
踏
ま
え
、経
済
産
業
省
の
営
業
秘

密
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
大
幅
に
更

新
さ
れ
、今
は
要
件
が
適
正
な
水
準

だ
と
思
い
ま
す
。

　
営
業
秘
密
と
特
許
と
の
関
係
で

は
、例
え
ば
バ
イ
オ
関
係
な
ど
で
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
細
か
く
行
わ
れ
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
特
許
出
願
が
増

え
て
き
て
お
り
、こ
れ
ま
で
は
特
許

を
取
得
し
な
く
て
済
ん
で
い
た
状

況
で
あ
っ
て
も
、営
業
秘
密
だ
け
で

は
事
業
を
保
護
で
き
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
特
許
出
願
に
対
し
て
は
、審

査
に
お
い
て
顕
著
な
効
果
の
判
断

を
厳
し
く
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
I
T
関
係
で
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
特
許
に
す
る
、で
は
な
く
い
か

に
ビ
ジ
ネ
ス
を
特
許
に
す
る
か
、と

い
っ
た
戦
略
的
な
特
許
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
に
は
懸
念
が

あ
り
、特
許
法
に
お
け
る
自
然
法
則

の
利
用
要
件
を
見
直
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　
先
使
用
権
に
つ
い
て
は
近
年
、先

使
用
権
者
に
不
利
な
判
決
が
多
く
、

も
う
少
し
保
護
さ
れ
て
も
よ
い
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
声
を

上
げ
て
変
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　
商
標
法
は
出
所
識
別
機
能
を
保

護
す
る
法
律
で
す
が
、近
年
は
商
標

自
体
が
財
産
化
し
つ
つ
あ
り
、商
標

法
に
お
け
る
保
護
を
ど
こ
ま
で
変

え
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
が

出
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当

に
出
所
識
別
機
能
を
果
た
し
て
い

る
も
の
だ
け
が
保
護
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

学
生
教
育
と
企
業
の
人
材
育
成

鹿
嶋
　
熱
心
か
つ
気
さ
く
に
指
導

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
学
生
教
育
へ

の
思
い
や
企
業
の
人
材
育
成
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

田
村
　
一
般
的
な
法
学
部
卒
業
生

に
は
、習
っ
た
論
点
に
沿
っ
て
判
決

を
読
む
の
で
は
な
く
、当
事
者
の
利

害
関
係
や
、紛
争
解
決
の
歴
史
な

ど
、判
決
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
事

に
し
な
が
ら
勉
強
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
法
科
大
学
院
に
進
学
す
る
学
生

に
つ
い
て
は
、事
件
が
発
生
し
た
際

の
裁
判
所
の
取
り
扱
い
を
知
っ
て

い
る
だ
け
で
は
駄
目
で
、立
法
論
が

出
来
る
よ
う
な
人
材
に
な
る
教
育

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
に
つ

い
て
は
、専
門
特
化
型
の
人
材
は
と

て
も
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
学

者
に
ど
ん
ど
ん
問
題
を
提
示
し
て

い
た
だ
け
る
と
非
常
に
助
か
り
ま

す
。
多
様
な
人
材
を
育
て
て
い
た
だ

き
、知
財
特
化
型
人
材
と
知
財
以
外

の
目
線
を
持
っ
た
人
材
が
一
緒
に

仕
事
を
す
る
環
境
が
理
想
的
だ
と

思
い
ま
す
。

J
I
P
A
へ
の
提
言

鹿
嶋
　
最
後
に
、J
I
P
A
へ
の
ご

提
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田
村
　
J
I
P
A
は
、特
許
取
得
か

ら
特
許
が
ど
う
活
用
さ
れ
て
さ
ら

に
侵
害
訴
訟
ま
で
ど
う
な
る
の
か

も
含
め
た
幅
広
い
知
識
を
立
法
に

投
入
で
き
る
こ
と
か
ら
、法
改
正
に

与
え
る
影
響
が
非
常
に
大
き
く
、そ

の
公
的
組
織
と
し
て
の
役
割
は
極

め
て
重
要
で
す
。
私
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
プ
ロ
パ
テ
ン
ト
で
は
な
く

プ
ロ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、特

許
が
強
く
て
も
弱
く
て
も
い
い
と

い
う
立
場
で
す
が
、J
I
P
A
の
皆

様
か
ら
は
特
許
の
活
用
を
踏
ま
え

た
上
で
の
ご
提
言
を
引
き
続
き
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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知
財
全
法
域
を
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
手
掛
け

日
本
の
知
財
実
務
に
影
響
を
与
え
て
こ
ら
れ
た
田
村
教
授
に

鹿
嶋
常
務
理
事
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

知財の取得から活用、侵害訴訟まで
幅広い知識・経験を立法に投入できる
JIPAの役割は公益的に極めて重要
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世界をもっとKAITEKIに

　三菱ケミカルは1933年に創業し、2017年に三菱化学、三菱樹脂、三菱レイヨンが統合して誕生しまし
た。3社の持つ、人、技術、情報等の経営資源を最大限活用し、素材から機能商品といった多種多様な製品を
提供し、あらゆる産業の基盤を支えています。さらに、多様化する社会・環境課題に対して、化学を基盤と
した事業活動を通じて、関連する事業部門が連携して、新しい価値を創造し総合的なソリューションを提
供することを目指しています。
　私たち三菱ケミカルは、『KAITEKI―時を越え、世代を超え、人と社会、そして地球の心地よさがずっと
続いていくこと―』の実現をビジョンとしています。環境・社会の解決にとどまらず、人・社会そして地球
の持続可能な発展に取り組んでいきます。そして、自らも持続的に成長する会社であり続けます。

総合化学へのこだわりとKAITEKI
実現への取り組み
　私たちは徹底的に“総合化学”にこだわ
りたいと考えています。その理由の１つは、

“総合化学“こそが気候変動、環境汚染
等で悲鳴を上げている地球を救うことの
できる産業であると信じているからです。
私たちはこれまでも、社会インフラを支え
る汎用プラスチックや化学品、繊維に加
え、高い機能性を持つ食品包装材料やア
クリル樹脂等を提供してきました。更に近
年では、バイオマス資源由来プラスチック、
植物工場、炭素繊維などの軽量素材によ
るエネルギー消費の抑制や、人工光合成
によるCO2や太陽光の有効利用等により、
これまでは廃棄されてきた資源や炭素を
循環させてサステナビリティを推進する
製品群の開発、商品化も進めています。
　また、当社では、単なる素材のリサイク
ルにとどまらず、製品のライフサイクルを
通じてCO2排出をコントロールし、カー
ボンニュートラルの社会を実現するという
課題解決に向けても取り組んで
います。
　私たちは、人、社会、地球が
抱える様々な課題に正面から向
き合い、世の中に必要とされる
素材を提供し続けていくことで、
KAITEKI 実現に向けて全力で
取り組んでいきます。

三菱ケミカルの知的財産活動
　当社は特許、ノウハウ、商標やビッグ
データに代表されるデータ等の知的財産
を重要な経営資産として位置づけ、これら
を有効に活用することによって企業価値
を高めるべく努めています。
　当社は非常に多くの事業、技術を有し
ていますが、それぞれの事業に対して
どのような知的財産環境を実現すべきで
あるかという観点から、事業起点での活
用重視の戦略的知的財産活動を推進して
います。具体的には、事業に貢献するた
めに、どのような知的財産を創出し、これ
を活用するのかということを知的財産戦
略として策定し、実行しています。例えば、
バイオマス資源由来プラスチックにおい
ては、原料から各種プラスチックに至るま
での幅広い特許権を取得し、これらの特
許群を当社グループで実施することで自
らの事業の拡大を図ると共に、これらの
特許を他社へのライセンスや協業に活用
することによりオープンイノベーションを

推進することで市場創造、拡大に努めて
います。
　また、当社はグループ各社の知的財産
部門との情報交換を密に行い、グループ
全体の知的財産の連携促進に努めていま
す。グループ各社の知的財産を相互利用
することによって事業や研究開発の加速
を可能にしています。

JIPAとの関わり・期待すること
　 当社知的財産本部 の 部員 の 多くが、
JIPAの各研修の受講、専門委員会等へ
の参加を通してJIPAと関わっています。
特に、交流という点において、様々な事業
分野において様々なスキルや経験、視
点を保有している方々が集まり交流でき
るということは、部員の視野を広げるとい
う意味で極めて貴重な機会となっています。
　今後も、JIPAにおかれては、国内外で
の積極的な提案活動及び人材育成への
取り組みを期待しています。

生分解性樹脂BioPBSTM 太陽光利用型植物工場システム 炭素繊維材料
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　コロナ禍により、デジタル化の加速的
な進展、社会への浸透を肌身で感じられ
ている方も多いのではないでしょうか。
次世代コンテンツ政策PJでは、そうし
たデジタル化など社会の変化、発展を見
据え、コンテンツに関する知財政策のあ
り方の検討、意見提言を中心とした活動
を行っています。
　PJの役割は、次の2つです。

『コンテンツに関する知財政策の検討、
提言』

『JIPAにおけるコンテンツ関連の政策
提言能力の維持向上』
　コンテンツに関する知財政策の中心
は、著作権制度であり、著作権委員会と
の緊密な連携のもと活動を進めていま
す。政策提言に関心ある著作権委員会
メンバーにはPJにもあわせてご参加い
ただき、意見書の作成やテーマを深掘り
する勉強会は合同で行っています。な
お、関連法規は著作権法にとどまらな
いため、たとえば、データ利活用に関す

る不正競争防止法の観点からの検討も
行っています。

特にフォーカスしていきたいテーマ
　まず、デジタル時代のコンテンツ戦略
を支える知財政策のあり方です。知的
財産戦略本部では、昨年9月に「デジタ
ル時代における著作権制度・関連政策の
在り方検討タスクフォース」が設置され
て議論がなされており、PJからも意見
書を提出しています。
　次に、AI・データ等の利活用の促進
です。AIについては、
2019年には米国特
許商標庁（USPTO）、
2020年には世界知的
所有権機関（WIPO）
がパブリックコメン
トの募集を行うなど、
国際的にも関心が高
まっている状況です。
日本においても、産業

政策及び文化政策の観点を踏まえなが
ら、望ましい制度の在り方について議論
を深めていく必要があるでしょう。
　また、知的財産戦略本部は、今後の検
討課題としてソフトローの活用をあげ
ています。機動的に時代の変化に対応
するというメリットがあるものの、ソフ
トローによる解決が馴染まない場合も
多いため、どのような課題解決に適して
いるか等、検討していきたいと考えてい
ます。

ZOOM UP
次世代コンテンツ政策プロジェクト
今子  さゆり 日本知的財産協会 次世代コンテンツ政策プロジェクトリーダー
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「知財管理」誌4月号は、会誌広報委員会が全論説を企画立案
する特集号です。直近4年の特集号では、「知財」という概念
の拡がりと可能性をテーマに論じました。これを踏まえ、今まさ
に注目される「ヘルスケア」分野を軸として独占排他的思考を
超えた新しい「知財」の活用や担うべき役割を提言すべく、本
号ではメインテーマを「ヘルスケア×知財」としました。特集号
初となる企業インタビュー記事も掲載する等、ヘルスケア業界
に限らず、広く
会員企業にとっ
て新たな気づき
と知見を与える
特集であると確
信しております。

表紙の写真は…
「 再び幸せが訪れるように」

一般財団法人日本特許情報機構
商標審査協力部  森田  圭二

　スズランの花言葉は、春の訪れの象徴に因んで「再び幸せが
訪れる」です。そして、見かけによらずスズランの花には青酸カ
リよりも強力な致死性の「毒」が含まれています。
　さて、特許出願件数は、2008年のリーマンショックにより
大きく減少し、その後も横ばいか微減傾向でしたが、昨年は新
型コロナウイルスの影響で大幅に減少してしまいました。これ
からのWithコロナ、Afterコロナの時代、新型ウイルスという
「毒」を制して世界経済が復活し、新たな技術開発投資によっ
て知財業界に「再び幸せが訪れる」ことを願っています。

本誌では、季節感があり、技術、特許、知財に関連がある表紙写真を募集してい
ます。写真と説明文を会誌広報グループkikansi@jipa.or.jp宛てにお送りくだ
さい。また、取り上げて欲しいテーマがあれば、お気軽にご連絡ください。
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